
















　　魔法のハサミの使いよう







　ドロップした魔法のハサミを貰ってはみたものの、今のところ全く使う機会がない。

　せっかくのドロップ。しかも貴重なマジックアイテムをこのまま眠らせておくのは、あまりに勿体ない。

　ハサミといえば、切るしかない。ただ、あらためて意識してみると、普段の生活の中でハサミを使う機会はほとんどない。

　そのため、ドロップしてからしばらく経つが未だに使い道がない。

　試しに家にあった新聞紙を切ってみたが、たしかによく切れる。だけど、それ以上は何もなかった。

　なにも思いつかないまま、いつものようにダンジョンの一階層でスライムを狩っていると、突然妙案が頭に浮かんできた。

「シル、ルシェ、二人とも綺麗な髪をしてるよな」

「なんだ海斗。やっと気がついたのか？　ふふん、わたしの髪は特別なんだ！　惚れるなよ」

「惚れるか！」

「ご主人様、シルの想いがやっと……。うれしいです」

「いや、そういう意味じゃない」

「じゃあ、どういう意味なんだよ。女の子の髪を褒めるってことは惚れてるってことだろ」

「そんなはずないだろ。実はこの前ドロップした魔法のハサミの使い道を考えてたんだけどな。なかなか良い案がなかったんだけど……」

「まさか、わたしたちの髪を切ろうとしてるんじゃないだろうな」

「よくわかったな」

「絶対ムリ！　ムリムリムリ！　髪は女の命だぞ！　それを切らせろ？　バカなのか？　いやバカだ！　真正のバカだな」

「私はご主人様が切ってくれるのなら……」

「シル！　海斗の口車に乗せられたらダメなんだぞ！」

　ルシェが猛然と反対してくるが、そんなに嫌なのか？

　俺だって子供の頃はよく母親にハサミで切ってもらってたんだけどなぁ。

「いい考えだと思ったんだけどなぁ。ダメかな」

「ダメに決まってるだろ！　それに海斗、誰かの髪を切ったことはあるのか？」

「いや、それはないけど」

「ないのか？」

「ああ、ないな」

「ふ〜、一回死んでみるか？　破滅の獄………」

「おいおい、ストップ。ストップだ！　今本気で燃やそうとしてなかったか？　『破滅の獄炎』なんかくらったら冗談抜きで死ぬから」

「シル、海斗はこういうやつだ。信じちゃダメだぞ！　わかったな！」

「うん」

　ひどい言われようだ。たしかに切ったことはないが今時、ちょっと検索すればスマホ動画で髪をカットする動画はいくらでもでてくる。

　しかも時代は7Gだ。一階層までならこのダンジョンでも場所によりなんとか電波が繋がっている。

「スマホで見ながらやるから、大丈夫！」

「大丈夫なわけないだろ！」

「魔核三個でどうだ？」

「は！？　このわたしを魔核で釣ろうっていうのか？　バカにするなよ」

「そうか、じゃあ五個でどうだ？」

「五個？」

「そう五個」

「ふ、ふざけるなよ！　わたしをなめてるのか？　そんな安い女だと思ってるのか！」

「ああ、そうだな。そんな安いわけはなかった。すまない。七個だ」

「七個………」

「どうだ？　髪を切らせてくれたら魔核七個だ」

「い、いや、髪は命だぞ。七個程度じゃ、切らせられないぞ」

　もう少しでいけそうな気がする。

「そうか。それじゃあこれで最後だ。これでダメなら諦めるよ。十個、十個で頼むよ」

「十個……。髪を切るだけだな。そのハサミで切らせるだけでくれるんだな」

「ああ、そうだ」

「約束だぞ。絶対くれるんだな」

「ああ」

「ご主人様、私も切ってもらってもいいでしょうか」

「もちろんだ。魔核十個な」

「そこまで海斗がお願いするなら仕方がないな。いやだけど、海斗のためだからな」

「わかってるって」

　交渉の末、俺は二人の髪を切れることになったので、早速適当な場所を探す。

「ここならいいんじゃないか？　誰も来そうにないし、電波もなんとか拾えてるみたいだから」

　場所も決まったので、早速スマホの動画を検索してロングヘアのカット動画をいくつか視聴する。

「よし、それじゃあ、どっちからがいい？」

「終わったら、すぐにくれるんだよな。じゃあ、わたしからだ！」

　ルシェから切ることになったようなので、その場でカットを始める。

　ルシェの髪を初めて触るが、これを絹のような髪というんだろう。本当にサラサラだ。しかも少しの明かりにもかかわらず、ルシェの髪には、綺麗なキューティクル、天使の輪がはっきりと浮かんでいた。

　悪魔の頭に天使の輪。ありえない組み合わせだが、そんなことあるんだな。

「それじゃあいくぞ」

「さっさと終わってくれよ」

　自分から言い出したことなのに魔法のハサミを手にし実際にルシェの髪を切り始めようとすると、急に緊張してきた。

　失敗は許されない。

　緊張からハサミを持つ手が小刻みに震えるが、思い切ってルシェの髪にハサミを入れる。

『ジョキッ』

「ッツツ！」

「どうかしたのか？　うまく切れてるか？」

「あ、ああ、ま、まだ、ちょっと切っただけだから。大丈夫だ！　大丈夫！」

「そうか。それじゃあ早く終わらせてくれよ」

「わ、わかってる」

　やばい……。

　魔法のハサミの切れ味が良すぎて、軽く切ったつもりが思いっきり切れてしまった。

　いや、まだ大丈夫だ。ここから動画通りやれば修正可能だ。

『ジョキッ』

　…………。このハサミ切れすぎだろ。

「ご主人様？」

「ああ、大丈夫だ。まかせとけ」

　まだ、どうにかなる。これだけ長いんだ。少しぐらい短くても大丈夫だ。

　ここを、こう切れば……。

「！　ンッ！」

「本当に大丈夫なんだろうな」

「あ、ああ問題ない」

　やばい。短く切りすぎた。いやでも、少し短めにすればいける。

　そこから俺は極限まで集中力を高め、ルシェのカットをどうにか完遂

「ふ〜っ、終わった」

「ようやくか。早く見せてくれ。どんな感じになったんだ。鏡をくれ」

「ああ、ほら」

　俺は鏡を持っていなかったので、スマホの画面をルシェに渡した。

「…………。な、な、な、なっ。なんだこれ〜！　髪が！　わたしのだいじな髪が！　あ、あ、あ、あ〜」

「最近、ダンジョンも砂漠で暑かったりするから、短いぐらいでちょどいいだろ。なっ」

「ふ、ふ、ふざけるな〜。なにが、なっだ！　なんでこんなに短くなってるんだ！　わたしの髪を今すぐ返せ〜！」

「ルシェ、無茶を言うな。切った髪は戻らない」

「そうか、じゃあ海斗の髪も燃やせば戻らないな。今すぐ燃えてなくなれ！　破滅の獄……」

「ちょ、ちょっと待て。それは髪だけじゃすまないだろ。俺が燃えて亡くなる！」

「い〜や、このままじゃわたしの気がすまない！」

「ちょ、ちょっと待て、待ってくれ」

「ルシェ姫、よろしければこのベルリアにおまかせいただけないでしょうか。必ずお役に立ってみせます」

　おおっ、ベルリア。主人の俺のために助け舟を出してくれたのか。

「ほう、海斗を殺ってくれるのか？」

「いえ、そうではありませんがおまかせください」

　ルシェ、セリフが物騒すぎる。

「それでは失礼します。『ダークキュア』」

「おおおおっ！」

　ベルリアが『ダークキュア』をルシェに発動すると、なんと魔法のハサミにより短く切られたルシェの髪が元通りの長さに戻っていた。

　ベルリア！　よくやった。たしかに髪だって身体の一部なんだから『ダークキュア』が効果を発揮してもおかしくはない。

「姫、いかがでしょうか」

「ああ、いいんじゃないか」

「はっ、ありがたき幸せ」

　結局、髪が元通りとなったことで、ルシェには魔核を十五個渡してどうにか機嫌を直してもらった。

「ご主人様、私の髪は……」

「シル、すまないが、俺にはもう無理だ。この魔核で許してくれ」

「ありがとうございます」

「マイロード、私にはなにか……」

「ああ、わかってる。助かったよ」

　そう言って俺はシルに魔核十五個、ベルリアに五個を渡した。

　魔法のハサミでは二度と人の髪を切るのはやめておこう。切れすぎて危うく俺自身が亡くなるところだった。ハサミの使いようは難しい。
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